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年が逮捕・告発されたが，それ以上に多くの若者たちが逃亡している 18)。1940 年 6 月には実
に 450名もの青少年が拘留されたが，警察はまだ「シュルルフ」という呼称を使用していない






から 48 時間の「時間拘留」から成り立っていた 20)。この措置は処罰記録には記載されず，行
政処分として記録されるだけであり，また特に「就労規則」違反行為に対して適用されたが，
その理由は戦時体制を支えるために工場などでの生産低下を招かないためだった。「青少年拘
禁」に処せられた青少年の数は 1943年 1月ではウィーンで 242名の青少年が合計 451週の週
間拘留，459名が合計 1049週の継続拘留の処分を受けている 21)。  
「青少年拘禁」が導入された直後の 1940 年 9 月，秘密国家警察は「シュルルフ」とおぼし
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ウィーン出身者は 85名だった，とのことである 30)。 
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お わ り に 
以上ウィーンの「シュルルフ」を巡って，その概念，特徴，行動・活動の場，ナチズム体制
との関係，さらには彼らが「反ナチ抵抗運動」を行なったと言えるのか否かを検証してきた。
「はじめに」でも述べたが先年のウィーン留学の後半にオーストリア抵抗運動記録文書館に通
い，彼らの実態に迫るべく当時の秘密国家警察や裁判所などの記録文書に当たったが，マイク
ロフィルムを中心とした膨大な資料から「シュルルフ」に関する資料を選別，解読するのは正
直言って私の能力を越えるような大変な作業だった。しかしながら幸いにも私と同じように
「シュルルフ」に関心を抱いていたタントナー氏に出会い，氏の「シュルルフ」に関する論文
を基に議論を行なったり，帰国後もメールでのやり取りを行なう中で多くのことを教わった。
この論文の完成にあたり，改めて氏に感謝したい。今後はオーストリアにおける他の「反ナチ
抵抗運動」の実態を取り上げつつ，「シュルルフ」の問題も継続して扱っていきたいと考えてい
る。 
 
